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　　　 A　Practical　Correction 　Method

　 　 　 for　Added　Resistance　in　Waves

辻 本 勝、柴田 和也 、黒 田 麻利子 、高木 健

　　　　　　　平成 20 年 12 月

　　　　　 日本 船 舶 海 洋 工 学会論 文集第8 号

　 実海 域 に お け る船舶 性 能 を精度高 く推定す る た め、波浪

中抵 抗 増加 の 実 用 的修止 法 を開発 し た。実験 と本 手 法 に よ

る 比 較 を行 い 、速度を変 え た場合、斜波 の 場合 に も
一

致 が

よ い こ と を 示 し た。船長300m の コ ン テ ナ 船 を 対象 に、実海

域中で の 船速低下 を 評 価 し、船 速 低
一
トの 推 定 に は、本 手 法

に よ り抵 抗増加 量 を精度良 く推定す る必 要性を定量的 に

示 し た。
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　　排ガ ス エ コ ノ マ イザ の すす燃焼 を模擬 し た

　　　並列沸騰流路 の 限界熱流束 と流動特性

　 稲坂富士 夫、春 海
．一

佳 、村 田裕 幸、安達雅樹

　　　　　　　　　　
▽F成 20 年

　　　　日本 マ リン エ ン ジ ニ ア リ ン グ学会誌

　排 ガ ス エ コ ノ マ イ ザ で 発 生す る ス 」 トフ ァ イ ヤ 防止 を

目的 と して、すす燃焼を模擬 し た 並 列沸騰流路 の CHF （1垠
界熱流束）実 験 を 実 施 し 、以 下 の こ と を 明 らか に し た。
GHF 点 は、伝 熱 管 出 口近 傍 で 発 生 し 始 め るが 、時間 あ る

い は 熱 流 束 の 増加 と と もに 上 流側へ移行 す る。図 に 見 る

よ う に すす燃焼 の 早期検知 と して ．管内 流 速 u 、ヘ ッ ダ問

圧力損失 △ PH の モ ニ ターが 有 効で あ る。
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韆｝　すす燃儲を樌擬 したC ｛F窶験結果

相模 湾沖合観 測デー
タに基づ く海上風 の 性質に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　つ い て

　 中條俊樹 、大川 豊、矢後清和、國分健 太郎

　　　　　　　　 平成20年 ll月

平成20 年 度　日本 船舶海洋 工 学 会 秋 季 講 演 会 講 演 集

　 海上風 は陸上 風 に比べ て風速が 強 く乱れ が 小 さい とい われ

て い る。本研 究で は、相模湾沖合に 設置 され た海洋肥沃 化装 置

「拓海」 上 で 連続観測 され た風速 ・風 向データを解析 し、風 向

別の 乱れ強 さを求 めた。さらにス ペ ク トル 形状 を 求 め て 既存の

ス ペ ク トル 提 案式 との 比 較 を 行 い、相模湾 に お け る海 上風 の 特

性を分析 した．
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イ ン フ ユ
ージ ョ ン 成形法 に よ る 大型 FRP船 ハ ル の

　　　　　　　　　　 試 作

　　小野止 夫 、櫻井昭 男、山本 茂、森野 高明

　　　　　　　　 平成20年ll月

　　 53rd ドRP　CON−EX　2008 講演会 講演要 旨集

　 近年 、FRP造 船 業 界 が 低 迷 して い る 中、　 FRP船舶の さ ら

な る船 体 の 軽 量化 、高強度化、環境問題 への 対応 、技 術 者

不 足 等の 問題解決を 目的 と して 、真 空 技 術 を応 用 し た 新 し

い 成 形 法 で あ る イ ン フ ユ
ージ ョ ン 成形法に よ る 大 型 FRP船

ハ ル （24f 。 ot プ レ ジ ャ
ーボー

ト用）の 試 作 を行 っ た 。

　本報告で は 、ハ ル 試 作 準備 段 階 か ら成 形 に 至 るま で の

過 程及 び そ の 結果 に つ い て紹 介す る．ハ ル の 試作 に つ い て

は、こ れ ま で 進 め て き た 小 型 の ボートの 型 を用 い た イ ン フ

ユ
ージ ョ ン 成形 実験 で 得た ノ ウハ ウを 元 に 行 っ た。そ の 結

果、完成度の 高 い ハ ル 試 作 品 を製作 す る こ とが で きた。し

か し、こ れ ま で に な い 新 た な問題 点も多数見 つ か っ た。

霞1　 発 繊 し た ハ ル 試 蝉 驫

図　観測結 果 とKa   an ス ペ ク トル との 比 較
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